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取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラごさ’いまず。 

I . 敬山 電気製品は安全のためのま意事項を守5ないと、火災や人身事 
/へ言口 I 故になることびあ 0 ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なミ主意事項と製品の取0扱いか 
たを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使 
いください。お読みになったあとは、いつでも見5れるところに必ず保管し 
て < ださい。 
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AWWI まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、 
電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火災や感電 
などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことをおずお守りください。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では^次のよ 
つな表のをしています。表巧の内容 
をよく理解してか5本文をお読みく 
ださい。 


ま全のためのを意事項を守る 

定期的に点検する 


险危険 I 


この表示のを意事項を守らないと、 
火災-感電-破裂などにより死こや 
大けびなどの人身事故び生じます。 


A 警告 


1年に1度は、故障したまま使用していないかなどを点検してく 
ださい。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐ 
にお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼くだ 
さい。 


この表示のを意事項を守らないと、 
火災-感電などにより死じや大けび 
など人身事故の原因とな0ます。 




万一、異常が起きた5 


変な音•においびした5、煙び 
出た5 


パソコンの電源 
を切る 


この表示のを意ま項を守らないと、感 
電やその化の事故によりけびをしたり 
周辺の家財に損害を与えたりすること 
びあります。 

ま意を促ず記号 

乂災 感電 

行為を禁止ずる記号 



飄競 0 ® ® 


コンか5巧く 
お買い上げ店ま 
たは ソニーサー 
ビス窓□に修理 
を依頼する 


禁止 接触禁止めれ手禁止 

行為を指示ずる記号 


A 警告 I ^ A 

I-1 ||/<« が舌 


下記の注意事項を守 S ないと 

义災 • 感電により大けびの原因となりまず。 



内部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。 
万一、水や異物び入ったとさは、すぐに専用 USB 
接続ケーブルをパソコンと本機か5巧いて、お買 
い上げ店または ソニーサービス 窓□にご相談くだ 


運転中は使巧しない 

自動車、オートバイ、自転車などの運転中は絶対に使わないで<ださい。交通事 
故の原因となります。また、歩きなびら使用するときち、事故を防ぐため、周囲 
の交通や路面状況に充分にごを意ください。 

分解しない 

感電の原因となることびあります。内部の点検および修理はお買い上げ店または 
ソニーヴービス窓口にご相談くださし、。 


本体を巧団などでおおったが態で使わない 

熱びこもってケースび変形した0、火災の原因となることび 
あ D ます。 


Q 



Q 

禁止 

⑩ 

分解禁止 

Q 


A ミ主意 


下記の注意事項を守5なし、とけびをしたり周辺の家財に損害を 


与えたりずることびありまず。 


はじめか日ボリュームを上げすざない 

突然大きな音び出てちをいためることびあります。ボ1」ュームは徐々に上げ 
ま しょつ。 

大音量で長時間続けて聞さずぎない 

耳を刺激ずるよラな大きな音量で長時間続けて聞くと、聴力に悪い影響を与える 
ことがあ0ます。呼びかけ5れて返事がでさるぐらいの音量で聞をましよラ。 


かゆみなど違和感があった5使わない 

使用中、肌に合わないと感じたときは使用を中止して、医師またはお買上げ店ま 
たは ソニーサービス 窓口にご相談くださし、。 


Q 

禁止 

Q 

禁止 

Q 


• Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商 
標、または商標です。 

• IBM および PC / AT は、米園 ntemational Business Machines Corporation の登録商標です。 

• Pentium は 、 Intel Corporation の登録商標または商標です。 

•本書では Microsoft ® Windows ® XP Home Edition および Microsoft ® Windows ® XP Professional を 
Windows XP と記載しています。 

•本書では Microsoft ® Windows ® 2000 Professional を Windows 200日と記載しています。 

•本書では Microsoft ® Windows ® Millennium Edition を Windows Me と記載しています。 

•本書では Microsoft ® Windows ® 98 Second Edition を Windows 98 SE と記載しています。 

•その他、本書で登場するシステム名、製品名は、一般に各開発^一力一の登録商標あるいは商標です。 
なお、本文中では™、贷マークは明記していません。 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス到青報技術装 
置です。この装置は、家庭環境で使巧することを目的としていますび、この装置びラジオやテレ 
ビジョン受信機に近接して使巧されると、受信障害を引を起こすことがあ0ます。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


主な特長 


• PC ノイズを影響が受けにくい、 USB によるデジタル伝送 

•へッドホン/マイクレベル-ボリューム、マイク S ュートを手元で操作でさる USB オーディオボックス 
•フ U —フィット;カニズムにより長時間の使用でも快適 
•ノイズキャンセル機能搭載、フレキシブルブームマイク□ホン採用 
一周囲の騒音を低減し、人の声を明瞭に収音できます。 

一□元に合わせてマイク位置を簡単に調節できます。 

• PC の置き場所にと b われない〕ード長焊用 US 目接続ケーブル 1.5 m / へッドセットコード 3 m ) 


主な仕様 


へッドセット DR -260 DP 

コード 約 3 m 

プラグ 金メッキステレオ S ニプラグ（へッドホン用） 

金メッキ S ニプラグ（マイク用） 

質量 約90 g (コード含まず） 

くレシーバー> 

形式 オープンエアダイナ S ック型 

ドライバー 3日 mmOXAW 採用）ドーム型 

最大入力 1,000 mW ( IEC * 1 ) 

インピーダンス 24 n (1 kHz にて） 

音圧感度 100 d 臣 /mW 

再生周波数帯域 4日〜20,000 Hz 


くマイク〉 


フレキシブルブーム7イク□ホン 
エレクトレッ ト コンデンサー型 


開回路電圧レベル -40 dB (0 d 目=1 V / Pa ) 
有効周波数帯域 20〜20,000 Hz 


USB 才ーデイオボックス UAB -260 


周波数特性 


入-出力端子 


電源 

最大が形寸法 
質量 

動作環境 


20〜20,000 Hz (へッドホン出力） 

10日〜10,000 Hz (マイク入力） 

へッドホン出力（ミニジャック/ステレオ）負荷インピーダンス 16〜40 il 
マイク入力ニジャック/モノラル）プラグインパワー対応 
専用 USB 端テ 

USB ; な} くワー対応ほ V 100 mA ) 

約己 3X20X92 mm (幅/高さ/奧行さ）最大突起部含まず 
約 40 g 

対応パソ コン：旧 M PC / AT 互換機 

対応 0 S : Windows 98 Second Edition/Windows 2000 Professional / 

Windows Millennium Edition/Windows XP Home Edition / 
Windows XP 戶 rofessiona 鴨準インス I ル（日本語版のみ） 
CPU : Pentium n 266 MHz 政上 
US 臣ポ_卜装備が 
専用 USB 接続ケーブル （ 1 ) 

取扱説明書 （ 1 ) 

ソニーご相談窓口のご案内 （ 1 ) 


• 上記の動作環境において、すべてのパソコンについて動作保証するわのではありません。 

• 自作 PC および 0 S の個人でのアップグレード、マルチブート環境での動作保証はいたしません。 

• ずべてのパソコンに対して、システムサスペンド、ス U - プ、八イバーネーシヨンなどの動作を 
保証するちのではあ0ません。 

*1 IEC (国際電気標準芸議)規格による測定値です。 

*2 本機は、 USB (従来の US 目 1.1) に対応しています。 

ごま意 

CE マークはおもに EEA(European Economic Area ) 各国など、法律で定められている国におし、て 
のみ有効です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することがありますび、ご了承ください。 


使用上のごま意 

取り扱いについて 

•落としたり、ぶつけたりなどの強いショックを与えないでください。故障の原因となります。 
•専巧 USB 接続ケーブルや、ヘッドセットのコードを強く引っ張5ないでください。プラグを持っ 
て抜さ差ししてください。 

• 次のような場所は避けてください。 

一直射曰光の当たる所、暖房器具のおくなど、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動き巧(特に夏季)。 

—風呂場など、湿気のをい所。 

一ほこりの多い所、砂地の上。 

一磁石、スピーカーボックス、テレビなど磁気を帯びたものの近く。 

本機について 

• へッドセットを使用中、肌に合わないと感じたときは早めに使巧を中止して医師またはソニーの相 
談窓口に相談してください。 

•大きな音量で聞かないよラにごま意ください。ヘッドセットか5の音をマイクび捨って、ピーとい 
う音げ生じることびあります(八ウ U ング現象)。 

イヤーパッド、ウインドスクリージについて 

イヤーパッド、ウィンドスク U —ンは消耗品です。曰常の使用や長期の保存により劣化しますので、 
破損した5交換してください。イヤーパッド、ウィンドスク U — ンを交換する場含は、ソニーヴービ 
ス窓口にご相談くださし、。 

お手入れについて 

表面び巧れたときは、水や城るま湯をかし含ませた柔らかい巧で拭いたあと、からぶきしてくださ 
い。シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面の仕上げをいためるので使わないでください。 


巧障かな？とおった6 

修理にお出しになる前に、わう1度点検してください。それでも正確に動作しないときは、お買い上 
げ店、または ソニーヴービス 窓□、 ソニーの 相談窓口にお問い合わせください。 

r 故障かな？と思ったら」に記載されている症状!^が4の誤動作については、の手順を巧うと正 
常に戻ることびあります。 

• 専用 USB 接続ケーブルを抜を、再びパソコンと本機を専用 USB 接続ケーブルで接続する。 

• パソコンと本機をっないだ状態で、パソコンを再起動する。 

• 専用 USB 接続ケーブルを抜き、パソコンを再起動する。再起動後、パソコンと本機を専巧 
USB 接続ケーブルで接続する。 


症が 原因 処置 

へッドホンの音がルさい。へッドホン端子にへッドホンプラグびへッドホンプラグをしっかりと接続 
をちんと接続されていない。 する。 

パソコン側の「ボリュームコント□一 • 「ボ U ュームコント□ール」を調整 
ル」またはお使いのソフトウエアの音 する。 

量が絞られている。 •お使いのソフトウエアの音量を上 

げる。 

へッドホンの音が出ない。専用 USB 接続ケーブルにてパソコンに専用 USB 接続ケーブルにてパソコン 
接続されていない。 に接続する。 

へッ ドホン端子に へッ ドホンプラグび へッ ドホンプラグを へッ ドホン端テ 
接続されていない。 に接続する。 

音楽ソフトなどの再生中に本機を接続音楽ソフトなどの再生を一度停止 
した。 し、再び再生する。 

パソコンの才ーディオ再生デバイスび •Windows 98 SE の「マルチ^ディ 
正しく設定されていない。 アのプ□パティ」設定で「オーディ 

才」を選択し、「再生」の「優先する 
デバイス」を 「 US 目才ーディオデバ 
イス」にする。 

• Windows Me の「ヴウンドとマル 
チメディアのプ□ノ くティ」設定で 
「才ーディオ」を選択し、 r 再生」の 
「優先するデバイス」を rUSB 才一 
ディ オデバイス」 にする。 

• Windows 2000の「ヴウンドとマ 
ルチメディアのプ□パティ」設定で 
「オーディオ」を選択し、 r 音の巧 
生」の「優先するデバイス」を rusB 
オーディオデバイス」にする。 

• Windows XP の「ヴウンドと才一 
ディ オデノ（イスのプティ」設定 
で「オーディオ」を選択し、「音の再 
生」の慨定のデバイス」を ru S 臣 
Audio CODEC 」 にする。 

パソコンの「ボリュームコントロール」ミュートを解除する。 

または音楽再生ソフトウエアなどび 
「 S ュート」にされている。 

US 目機器としてパソコンに認識されてパソコンを再起動する。 

いない。 

WDM によるデジタル再生機能に対応 WDM によるデジタル再生機能に対 
していない CD - ROM ドライブを使用応した CD - ROM ドライブをお使い 
している。 ください。 



パソコンの才ーディオ録音デバイスび •Windows 98 SE の「マルチ^ディ 
正しく設定されていない。 アのプ□パティ」設定で「オーディ 

才」を選択し、「録音」の「優先する 
デノ くイス」を 「 US 目才ーディオデバ 
イス」にする。 

• Windows Me の「サウンドとマル 
チメディアのプ□パティ」設定で 
はーディオ」を選択し、「録音」の 
「優先するデバイス」を rusB オー 
ディオデノ（イス」にする。 

• Windows 2000の「ヴウンドとマ 
ルチ;>< ディアのプ□パティ」設定で 
はーディオ」を選おし、「録音」の 
「優先するデバイス」を rusB オー 
ディオデバイス」にする。 

• Windows XP の「サウンドと才一 
ディ オデノ（イスのプ□ノにィ」設定 
ではーディオ」を選択し、「録音」 

の「既定のデバイス」を rus 目 
Audio CODEC 」 にする。 

録音された音靑がルさい。マイク端テにマイクプラグびきちんとマイクプラグをしっかりと接続す 
接続されていない。 る。 

マイク□ホンが□元から遠い。 マイク□ホンび□元にくるようにす 

る。 

M に LEVEL び絞られている。 M に LEVEL を大きくする。 

マイク音声に雑音び入る。本機種(特にマイク□ホン)の側に電灯電巧線、堂光灯、携帯電話などを本 
線、堂光 CL 携帯電話などびある。 機種から遠ざける。 

マイク音声び歪んでいる 。 M に LEVEL び大きすざる。 M に LEVEL を ル さくする。 

なお、パソコンの操作について詳しくは、お使いのパソコンの取扱説明書をご覧くださし、。 

L 处上の処置を行なっても改善されないときは故障と考え5れます。 

おおくの ソニーサービス 窓□にご相談ください。 

お i 正書とアフターヴービス 

巧証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの際お買い上げ店でお受け取りくださ 
し、。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子び悪いとをはまずチェックを 

この説明書をもラー度ご賣になってお調べください。 

それでを具さの悪いときは 

お買い上げ店、または添付の r ソニーご相談窓口のご案灿にあるおおくのソニーヴービス窓□にご相 

談ください。 

巧証巧間中の修埋は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。くわしくは保証書をご賣くださし、。 

巧証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場含は、ご要望により有料修理させていただきます。 

部品の巧有期間について 

当社ではステレオへッドセットの補修用性能部品(製品の機能を維持するために必要な部品)を、製造 

打ち切り後6年間保有しています。この部品保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。保有 

期間が経過したあとち、故障箇所によっては修理可能の場合びありまずので、お買い上げ店か、ソ 

ニーサービス 窓□にご相談 < ださし、。 


お問い合わせ窓□のご案内 

本機についてご不明な点や 技術のなご 質問、 故障と思われるときのご 相談については、下記 
のお問い合わせ先をご利用ください。 

• ホームぺージで調べるには=> コンピュータ関連アクセサリーカスタマーヴ 
ポートへ 

http://www.sony.co.jp/support/pc-acc/ 

へッドセットに関する最新サポート情報れよくあるお問い合せとその回答をご案内して 
います。 

• 電話- FAX でのお問い含ねはは-> ソニーの相談窓□へ(下記電話- FAX 番号) 

• お問い合わせの際は、次のことをお知6せ<ださし、。 

• 型名： DR -260 USB 
• ご相談内容：でさるだけ詳しく 
• お買い上げ年月日 
• ご使用のパソコン環境： 

主な仕様の動作環境を事前にわかる範囲で、ご確認いたださ、お知らせください。 


よくあるお問い合わせ、解決方法などは 
ホームページをごま用ください。 


http://www.sony.co.jp/support 


ほい方巧談ぉ □ 


フリーダイヤル 0120 -333-020 > 

携帯電話. PHS — 部の IP 電話..- 0466-31-2511 


修理相談窓口 


を記番号へ接続を、 
最ネ刀のガイダンスが 
流れている間に 


r 309 j + r#j 


フリーダイヤル .0120-222-330 ^ 

携帯電言ま - PHS - —ちの IP 電言舌‘-- 04巨巨-3 1-2 已31> 

※取扱説明書 - U モコン等の購入相談はこち日へお問い合わせください。 


を押して < ださい。 
直接、担当窓□へ 
おつなぎします。 



ソニー 株式会社 〒 1 日8-日075 東京都港 区 港南 1 -7- 1 












準備 2 : USB ドライバをインス!ルする 


る部のなまえ 

へッドセット DR -260 DP 



USB オーディオボックス UAB -260 

互 

y 

USB 才ーディオボックス接続部 の 



可 而 



田イャーパッド (Right/ ち） 

回イヤ-パッド (Left/ ち） 

固マイク位置調節ダイヤル 

ダイヤルを回転させながら、マイク位 
置を調節します。 

团 ウインドスクリーン付マイク□ホン 
固〇 マーク 

固 VOLUME +/— ボタン(へツドホン 
用） 

へッドホンの音量を調節します。 


团 MIC LEVEL ごまみ 

マイク入カレベルを調節します。 

画 M に MUTING ボタン 

且 TALK : マイク入力はミュートされま 
せん。 

n MUTING : マイク入力はミュートさ 
れまず。 

回\マイク端子{プラグインパクー巧応） 
圆〇へッドホン端子 
回専用 USB 端子 


お使いのパソ]ンの OS び 、 Windows 98 SE 、 ME 、 200 0、 XP の場を、 USB ドライバは OS に含ま 
れており、本機を初めて US 目端テに接続したとさに、 US 目ドライバびインス!-ールされます。 
パソコンの画面にしたびってインス!ルしてください。詳しくは、お使いのパソコンの取扱説明書 
をご覧 < ださし、。 

ごま意 

異なる USB ポートに本機を初めて接続した場合は、 USB ドライバのインストールび必要な場合びあ 
0ます。 


Windows 98SE の場合 


本機をパソコンに接続すると、 新しい八ードウェアの追加ウィザードび 表示され、インス!ルげ自 
動的に開始されます。 

USB 互換デバイス、 US 目ヒューマンインターフェイスデバイス、 US 目オーディオデバイスびインス 
I -ールされます。 

パソコンの画面の指示にしたがって、各 US 目ドライバをインス!ルしてくださし、。 

なお、インス! -- ルの際 、 Windows 98 SE CD - ROM び必要になる場含びあります。 


例として、 US 目互換デバイスのインストール手順を説明します。 US 目ヒューマンインターフェイス 
デバイス、 US 目オーディオデバイスのイン I ルも下記の手順で行ってください。 


1 r 巧の新しいドライバを巧索しています J と書かれたウインドウに rusB 互巧デバイス J 
と表示されていることを確認し、 r 巧へ J をクリックする。 

2 r ほ用中のデバイスに最適なドライバを検索ずる(巧袋) J びチェックされていることを 
巧記し、 r 巧へ J をクリックずる。 

3 r 新しいドライバは、 A - ドドライブのドライバデータべースと、巧の還}只した場所か 
百検索されまず。 J と表示され、 r 巧へ J をクリックする。 

なお 、 Windows 98 SE CD - ROM びぶ、要な場合は、 CD - ROM を挿入し、 「 CD - ROM ドライスも 
チェックして < ださい。 

4 r 巧のデバイス用のドライバファイルを検索しまず。 J と書かれたウインドウに rusB 
互巧デバイス J と表示されていることを確認し、 r 巧へ J をク y ックずる。 

5 rusB 互巧デバイス新しい A - ドウェアデバイスに化要なソフトウェアびインス 
卜ールされました。 J と表示された百、 r 完了 J をクリックずる。 


Windows Me の場合 

本機をバソコンに接続ずると、 田 f しいけードウェアの追加ウィザードび 表示され、インス!-ー ルび 自 
動的に始まりまず。 

USB 互換デバイス、 USB ヒューマンインターフェイスデバイス、 USB オーディオデバイスびインス 
I -ールされます。 

パソコンの画面の指示にしたびって、各 US 目ドライバをインス!-ールしてくださし、。 


USB 互換デバイス、 US 目ヒューマンインターフェイスデバイスは自動的にインス!-ールされます。 
USB オーディオデバイスのみ、下記の手順でインス I -ールしてください。 


1 r 巧の新しし、 A — ドウェアび見つかりました。 J と書かれたウインドウに rusB 才一 
デイオデバイス J と表示されていることを確認し、 さ百に r 適切なドライバを自動のに 
巧索ずる(巧奨) J びチェックされていることを確認し、 r 巧へ J をクリックする。 

USB オーデイオデバイスびインス I -ールされます。 

2 rUSB 才ーデイオデバイス新しし、 A — ドウェアのインストールび完了しました。 J と 
表示された5、 r 完了 J をクリックする。 


Windows 2000/Windows XP の場合 


本機をバソコンに接続ずると、自動的に USB 複合デバイス、 USB ヒューマンインターフェイスデバ 


イス、 USB オーディオデバイスびインス!-ールされます。 


準備1:接続する 


パソコンと本機の USB オーディオボックスを付属の専用 USB 接続ケーブルで接続します。 



専用 USB 接続ケーブル（巧属) 


ご ミ 主意 

• 本機は USB (従来の USB 1.1) をヴポートしています。 

• USB 八ブ、または USB 延長ケーブルをお使いの場合の動作保証はいたしかねます。必ず付属の専 
用 USB 接続ケーブルを使って接続してください。 


準備3 :音楽 CD 再生の設定をする 


本機にて音楽 CD を聴くためには、お手持ちのパソコンの CD - ROM ドライブで、デジタル音楽 CD を 
使用可能にする設定び必要です。 

お使いのパソ]ンの OS を確認して、下記の手順にしたびってにの CD - ROM デバイスでデジタル音 
楽 CD を使用可能にする」をチェックしてください。 


Windows 98SE 


スタートメニュ ー- ►設定ーコント□—ルパネルーマルチメディアー音楽 CD 


Windows Me 


スタート^ ニュー- ^設定 ー コント□—ルパネルーシステムーデバイスマネージャー CD-ROM をダブ 

ルクリックして、音楽再生用の CD-ROM ドライブを選択しプ□パティをク U ックプ□パティ 


Windows 2000 

スタート^ ニユー- ►設定 ー コント□—ルパネル ーサ ウンドとマルチメディア ー A— ドウ エアー音楽再 

生用の CD-ROM ドライブを 選択し プ□パティを ク U ック プ□パティ 


Windows XP 

スタート^ ニュー- ^コント□—ルパネルーサウンド、音青、および才ーディオデバイスーサウンドと 
才ーディオデバイス^八ードウエア^音楽再生用のじ0-1=^01\/1ドライブを選択しプ□パティをク U ッ 
クープ□パティ 


巧いかた 

1 へッドホン端子にへッドホンプラグ(黒)を接続し、マイク端子にマイクプラグ(ピンク)を接続す 
る。 



2 ® 巧をち耳に、 ® 印をち旦にして、ヘッドホンを装着ずる。 



3 マイク□ホンの〇マーク側び□元に<るよ5に、マイク位置調節ダイヤルを回して、位置を調節 
ずる。 



マイク入カレベルの確認 

OS に付属しているソフトウエア「サウンドレコーダー」を使って録音を巧い、マイク入カレベルの確 
認をして < ださし、。 

マイク入カレベルび大き過ざる場含や、小さ過ざる場含は、 US 目オーディオボックスの M に LEVEL 
つまみで調節してください。 


Windows 98SE/l\/le/ 2000 


スター トメ ニュー- ►プログラムーアクセヴ y ーエン ター テイメントー サ ウンド レコーダー 


Windows XP 


スター トメ ニュ ー - ►ずべてのプログラムーアクセサリーエン ター テイメントーサウンド レコーダー 


ご ミ 主意 

. 本機のマイク入力は、オーディオ再生デバイスに対応していません(サイド!-ーン未対応)。 

.本機のマイク入力は、オーディオ録音デバイスの音量調節、ミュートに対応していません 。 USB 
才ーディオボックスの M に LEVEL つまみ、 M に MUTING ボタンをご使用くださし、。 

• お使いのソフトウェアによっては、設定び必要な場合びあります。お使いのソフトウェアの取扱説 
明書などをご確認ください。 















